
力
作

募
集
中

あ
て
先
…

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

  

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

〒
２
８
９
―
２
１
９
８

  

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２
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・
１
１
１
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１
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匝瑳

探訪
122

　

６
月
号
の
広
報
に
掲
載
さ
れ
た

「
水
戸
諸
生
派
藩
士
を
慰
霊　

中

台
の
脱
走
塚
で
」
を
詳
し
く
紹
介

し
ま
す
。

　

１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
水
戸

藩
諸
生
派
市
川
勢
は
、
幕
府
軍
と

と
も
に
東
北
・
北
陸
地
方
を
転
戦

し
水
戸
に
戻
っ
た
後
、
10
月
６
日

（
新
暦
で
は
11
月
19
日
）、
八
日
市

場
、
中
台
村
で
追
討
す
る
天
狗
派

と
戦
い
ま
し
た
。
諸
生
派
の
戦
死

者
25
人
を
埋
葬
し
た
の
が
「
脱
走

塚
」
で
、
終

し
ゅ
う
え
ん焉

の
地
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

記
録
に
見
ら
れ
る
最
初
の
法
要

は
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
５

月
の
「
二
十
一
回
忌
法
要
」
で
し

た
。「
東
海
新
報
」に
は
、「
群
衆

の
者
へ
は
紅
白
の
も
ち
を
投
与
し
、

古
戦
場
も
非
常
の
に
ぎ
わ
い
」
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
は
、

匝
瑳
村
松
山
、
中
台
区
な
ど
の
人

た
ち
の
寄
付
に
よ
り
塚
の
中
央
に

石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
水
戸

藩
士
・
朝
比
奈
家
に
生
ま
れ
、
新

聞
記
者
と
し
て
活
躍
し
た

知ち

泉せ
ん

氏
が
、
前
年
４
月
に

兄
と
弟
の
３
人
で
初
め
て

戦
い
の
地
を
訪
れ
、
地
元

の
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い

る
戦
い
の
様
子
な
ど
を
聞

き
、
碑
文
を
書
い
た
と
さ

れ
ま
す
。

　

知
泉
氏
は
「
ご
当
地
の

皆
様
へ
の
深
い
感
謝
の
気

持
ち
と
、
申
し
訳
な
い
と

い
う
複
雑
な
心
情
で
、
そ

の
場
を
容
易
に
立
ち
去
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
年
祭
は
、
１
９
６
６（
昭

和
41
）年
10
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
要
を
主
催
し
た
の
は

諸
生
派
の
子
孫
ら
で
つ
く
る
「
水

戸
藩
国
事
殉
難
者
恩
光
碑
保
存

会
」
で
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
秋
に
は
、
脱
走
塚

で
「
１
４
０
年
慰
霊
法
要
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
市
内

で
も
諸
生
派
関
係
の
調
査
が
再
開

さ
れ
、
今
泉
区
の
旧
長
泉
寺
境
内

墓
地
に
「
水
戸
浪
士
の
墓
」
が
建

て
ら
れ
、
今
回
剣
詩
舞
な
ど
が
奉

納
さ
れ
、
こ
こ
で
も
慰
霊
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

諸
生
派
市
川
勢
の
お
よ
そ

１
０
０
人
が
八
日
市
場
に
た
ど
り

着
き
、
30
人
ほ
ど
が
中
台
周
辺
で

戦
死
し
、
10
人
余
り
が
野
手
に
葬

ら
れ
、
60
人
近
く
が
各
地
に
散
り

逃
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
旭
市
新
町
に
「
八

日
市
場
・
松
山
の
戦
い
」
を
逃
れ

た
水
戸
藩
士
の
墓
が
あ
る
と
い
う

知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
年
後
に
は
、
１
８
６
８
年
の

戦
い
か
ら
１
５
０
年
目
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
で
き
る
限
り
、

調
査
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

慰
霊
法
要

中
台
を
歩
く

水
郷
の
あ
や
め
ゆ
さ
ぶ
る
さ
つ
ぱ
舟 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

た
ち
話
聞
き
耳
た
て
る
山
法
師 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

雑
草
の
わ
が
世
得
た
り
と
梅
雨
の
空 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

梅
雨
の
無
き
国
に
住
み
た
る
娘
へ
便
り 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

老
い
ま
じ
と
心
掛
け
つ
つ
更
衣　

 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

隠こ
も
り
ぬ沼

に
け
ぶ
る
雨
音
あ
や
め
ぐ
さ 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

ど
く
だ
み
の
十
字
を
切
つ
て
可
憐
な
り 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

子
ど
も
ら
の
声
に
ぎ
や
か
に
水
温
む 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

桜
山
今
年
の
母
は
途
中
ま
で 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

新
緑
や
僧
侶
の
学
舎
偲
び
つ
つ 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

栞
あ
る
ペ
ー
ジ
に
妻
の
心
み
る 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

笑
点
と
昭
和
を
覗
く
サ
ザ
エ
さ
ん 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

日
帰
り
の
ツ
ア
ー
に
脳
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

年
金
が
減
っ
て
も
嬉
し
い
振
込
み
日 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

嬉
し
さ
は
卒
寿
過
ぎ
て
も
病
な
し 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

花
嫁
の
父
悲
し
く
て
嬉
し
く
て 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

誕
生
日
長
生
き
し
て
ね
孫
の
声 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

金
婚
を
祝
っ
て
く
れ
た
孫
九
人 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

短
冊
へ
幸
せ
願
ふ
七
夕
日 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

 

川
口 

城
司 

推
薦

諸生派の戦死者へ追悼の辞を述べる恩光碑保存会会長
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